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研究成果の概要（和文）：英国ミドルブラウ文学・文化は、一般的に、ハイブラウで前衛的なモダニズム文学の
作家たちやケンブリッジ大学英文科の知識人によって、「中程度の教養しか持たない者が読む文学」であり、商
業主義的なメディアの中で大衆にアピールすることを目指すものであると軽蔑されることが多かった。本研究で
は、そのようなミドルブラウ文化・文学の担い手であるOlivia ManningとW. Somerset Maughamが、商業主義を
巧みに利用しつつも、革新性と国際性を有した執筆活動を行っていたことを、作家の定期刊行物上の活動と小説
を分析することで明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project demonstrates that the interwar British middlebrow culture, 
often dismissed by highbrow modernist writers and Cambridge academics as insignificant and 
commercialist, is in fact a site where writers intellectually stimulate the new reading public and 
question the social and political problems of Britain and the world. Among such important middlebrow
 writers are Olivia Manning and W. Somerset Maugham.Their works, written while they traveled 
extensively in Europe, the Balkan, and Egypt, criticized the provincialism of the British publishing
 industry and British writers.

研究分野：イギリス文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
モダニズム文学は一般にミドルブラウ文化・文学と敵対関係にあったと言われるが、本研究は、盛期モダニズム
の隆盛後の1930年代英国において、ミドルブラウ作家たちが、教養と文化を求める労働者階級や下層中流階級の
読者層にたいして、物語の面白さでアピールするだけでなく、1945年の福祉国家設立への布石となるような革新
性を含む大衆教養主義を意識した執筆活動を定期刊行物や文学作品で行ったことを明らかにした。本研究はさら
に、Manningなどイギリス作家がルーマニア、ギリシア、カイロにおいてBritish Councilを通じて現地の人々と
交流し、イギリス国外の動向を視野に執筆活動を行っていたことを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 2010年代以降、英米のモダニズム研究が拡大する一方で、新興のミドルブラウ層にアピール
することを試みた英国ミドルブラウ文化・文学に関する研究が興隆した。本研究は、そうしたミ
ドルブラウ文化研究の動向を継承しつつも、戦間期の英国文化を保守的で内向きなものと見な
す英国ミドルブラウ研究の傾向に疑問を付し、英国ミドルブラウ文学・文化が、実は、ヨーロッ
パ大陸におけるファシズムの擡頭と知的階層や若者の間で共産主義の広がりが見られたいわゆ
る 1930年代の「政治の季節」から第二次世界大戦の時期にかけて、ヨーロッパの政治状況との
関係で揺れる英国のナショナル・アイデンティティについて考察する、革新性を有する後期モダ
ニズムの潮流の重要な一部ではなかったかとの仮説から出発した。 
 
２．研究の目的 
本研究の当初の目的は、1930 年代から 1960 年代にかけての英国ミドルブラウ文学・文化が
有した国際性と革新性を明らかにすることであった。具体的には、(1) この分野で重要な役割を
果たした Olivia Manning とW. Somerset Maughamという、英国の〈外〉で第二次世界大戦
を経験し、英国内外の高踏的・大衆的定期刊行物に寄稿した重要なミドルブラウ作家に焦点をあ
て、(2) これらの作家の評論、短篇・長編小説、小説の映画化作品のなかでも、(i) Maughamに
関しては東南アジア、(ii) Manningに関してはバルカン半島、に関係するテクストを、最近にな
って深化した「後期モダニズム」研究と、19 世紀末から国際化した出版文化の文脈に再配置し
た上で、(3) ナショナリティとジェンダーの観点から分析し直すことによって、(4)「後期モダニ
ズム」の一部としての英国ミドルブラウ文学・文化が、第二次世界大戦から冷戦期にかけて、ヨ
ーロッパとの関係で揺れる英国のナショナル・アイデンティティや、世界各地のモダナイゼーシ
ョンの過程の不均衡を表象する、クリティカルな営みであったものと捉え直し、学際的に論じる
ことを目指した。 
 
３．研究の方法 

(1) 1, 2年目は海外の図書館で海外の定期刊行物を対象とした資料調査・収集を行うと同時に、
英国ミドルブラウ文化・文学についての基本的研究書を読むことによってその文化史的・
政治史的・経済史的文脈を把握した。また 2年目には、アテネ市で開催された European 
Society of Periodical Studiesのワークショップに登壇する他、定期刊行物研究を専門と
する海外の研究者と知見の共有・意見交換を行った。 

(2) 2年目の年度末、および 3, 4年目はコロナ禍により海外渡航が不可能となり、英国ミドル
ブラウ文化・文学についての基本的研究書を読むことについては継続して行ったが、予定
していた海外の定期刊行物の調査の五割程度が不可能となった。それにより、ある時期の
ある定期刊行物の内容を包括的に調査することは叶わなくなったが、その一部を断片的に
ではあるがインターネット上の古書店で入手することができたため、その分析を行った。
具体的には、Olivia Manningが寄稿したカイロ刊行の定期刊行物については一部入手す
ることができたが、W. Somerset Maughamが寄稿した定期刊行物については、入手を断
念せざるをえなかった。したがって、3, 4年目には、英国ミドルブラウ文化・文学に関す
る文化史的・政治史的文脈の把握、および、Manning 関係の一次文献と小説テクストの
分析を行った。 

(3) 4 年目には、日本英文学会第 93 回大会においてシンポジアム「第二次世界大戦と英語圏
文学」のパネリストの一人として登壇し、Manning の〈バルカン三部作〉の第 1 部を扱
う研究発表「難民たちの英文学」を行った。それを論文化した「難民と英文学――オリヴ
ィア・マニングのバルカン三部作と後期モダニズム」は論文集『第二次世界大戦とイギリ
ス女性作家たち』（音羽書房鶴見書店）に収録されるかたちで 2022年に刊行予定である。 

(4) 海外の図書館で定期刊行物のアーカイヴ調査をすることが不可能になった事態を受けて、
研究計画の一部修正を行った。具体的には、インターネット上で過去のアーカイヴを見る
ことができる『ニューヨーカー』誌を調査することで国際的ミドルブラウ作家 Alice 
Munro に関する調査を行い、また上智大学の図書館で過去の定期刊行物のアーカイヴの
調査が可能である宮本百合子の執筆活動を反ハイブラウなものと見なし、調査と研究を行
った。 

 
 
４．研究成果 
 2019年には、アテネ市で開催された定期刊行物に関する国際学会のワークショップに登壇し、
ギリシアおよびイタリアの研究者と意見交換を行い、今後の共同研究について話し合うことが
できた。2021年には、日本英文学会第 93回大会シンポジアム「第二次世界大戦と英語圏文学」
の講師として登壇し、Manning の〈バルカン三部作〉に関する発表を行い、それを論文化して
論文集『第二次世界大戦とイギリス作家たち』（音羽書房鶴見書店）（2022年刊行予定）に寄稿



した。このシンポジアムでは、準備・構想段階から 8ヶ月以上に渡って第二次世界大戦期の文学
を専門に研究する日本国内の研究者と意見交換をすることができた。 
その他、2020年初頭からのコロナ禍によりW. Somerset Maughamの一次資料の入手が叶わ
なくなったことを受けて、代理的に、国際的定期刊行物誌上で活動するミドルブラウ作家である
Alice Munroの短編小説と『ニューヨーカー』等の定期刊行物の関係についてインターネット状
のアーカイヴで調査を行い、論文を『カナダ文学研究』（日本カナダ文学会）、および『英文学と
英語学』（上智大学文学部）に合計 2本掲載した。 
また、本務校の上智大学で 20世紀前半に日本国内で刊行された定期刊行物を調査することは
可能であったため、宮本百合子が Virginia Woolfの A Room of One’s Ownと日本の女性作家を
関連づけて論じる際に、複数の定期刊行物上で日本の女性作家と海外の作家の関係について論
じていたことを発見し、Woolfというイギリスのハイブラウ作家と、宮本百合子という日本のフ
ェミニストであるリアリスト作家との関係について論じる論文を執筆した。論文は、The 
Edinburgh Companion to Virginia Woolf and Contemporary Global Literature (Edinburgh 
UP, 2021)に収録され、刊行された。 
 総括すれば、コロナ禍によりW. Somerset Maughamに関係する定期刊行物等の一次資料の
収集は叶わなくなったが、Olivia Manningの定期刊行物での活動と小説については調査と分析
を行い、第二次世界大戦期のイギリス作家がルーマニア、バルカン半島、カイロ等の地で執筆活
動や定期刊行物への寄稿活動を行い、イギリスのナショナル・アイデンティティとヨーロッパと
の関係を不安定かつ危機的なものとして批判的に表象していたことを明らかにすることができ
た。この調査の副産物として、海外のイギリス作家が、イギリス国内向けの定期刊行物だけでな
く、現地の人びとと対話すべく、British Councilを通じて現地の人びとと交流したり、British 
Councilの定期刊行物に寄稿するなどしていたことを知ることができた。つまり、これらのイギ
リス作家は自身を〈イギリス人〉としてだけでなく、第二次世界大戦時の〈難民〉と見なし、戦
時における難民の問題というハンナ・アーレントらが取り組んだ問題に近接する問題意識をも
って作家活動を行っていた。この問題については、今後さらに調査と研究を深める予定である。 
 また、海外の図書館で調査をする代わりにインターネット上あるいは日本国内図書館で可能
な定期刊行物研究を行うことによって、Alice Munroと宮本百合子に関する研究を行う等、国際
的ミドルブラウ研究に普段とは異なる角度から光を当てることができたことも、コロナ禍によ
る研究計画の一部修正のもう一つの副産物であった。 
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